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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、貿易自由化と貿易紛争を分析可能とするグローバルCGE（計算可能
な一般均衡）モデルを開発し、経済連携協定と貿易摩擦の影響を複数の将来政策シナリオによるシミュレーショ
ンにより定量的に明らかにしたことである。また、分析モデルにグローバル・バリュー・チェーン(GVCs)を組み
込み、中間財貿易を通じた他国への波及効果についても分析した。貿易自由化についてはCPTPPとRCEPを、貿易
紛争については米中貿易戦争を対象とし、GVCsを通じた効果を分析し、国内外の学会で研究報告を行い論文を発
表した。また国内地域への影響分析を目的として、分析モデルに都道府県を導入する新たな方法の開発に着手し
た。

研究成果の概要（英文）：As the FTAs has been increasing over the past decades, retreats from 
liberalizing trade have also risen, for some escalating to the U.S.'s withdrawal from TPP and to the
 trade war between U.S. and China. Our aim for this project was to investigate the economic effects 
of trade liberalization as well as trade conflict. Interlinkages of production activities across 
countries play an important role in affecting international trade and investment. Global value 
chains that capture the interlinkages were adopted in our modeling. For these objectives, we 
developed a recursively dynamic computable general equilibrium (CGE) model of global trade, which 
embodies the global value chains (GVCs) structure. We applied this model to estimate the potential 
economic effect of US-China trade war, and also to examine the combination effect of CPTPP and RCEP.
 The former was published in journal and the latter was presented at conference. We commenced to 
explore the sub-national effect of trade policies. 

研究分野： 国際経済

キーワード： CGE　計算可能な一般均衡モデル　GVCs　グローバル・バリューチェーン　貿易政策　貿易紛争　応用一
般均衡

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的意義は、本研究が先駆的な取り組みとしてGVCs構造を備えた逐次動学型グローバルCGEモデル
を開発し、分析応用したことにある。この成果により、国際的なサプライチェーンを通じて、経済連携協定や貿
易摩擦の影響が当該国から他の国へ伝播する過程をより現実に即したデータとモデルで考察することが可能とな
った。また日本国内への影響について、都道府県を対象に地域別分析を可能とする手法の開発に着手できた。
研究成果の社会的意義は、国際間の貿易政策が国と国内地域にどのような経済的影響を及ぼすのかを数量的に明
らかにすることで、将来の見通しや政策対応に関する判断材料を提供することに資する点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
世界中で自由貿易協定(FTA: Free Trade Agreement)や経済連携協定(EPA: Ecomic Partnership 
Agreement)が締結されてきた近年の潮流がある。我が国も、環太平洋経済連携協定 (TPP: 
Trans-Pacific Partnership)や、東アジア地域包括的経済連携(RCEP: Regional Comprehensive 
Economic Partnership)、そして日 EU 経済連携協定等の EPA 締結に動いてきた。しかし一方
で、米国の TPP 脱退や安全保障を理由とした関税導入、貿易相手国による報復関税措置など、
貿易摩擦や貿易紛争への傾向が高まっていた。FTA や EPA による貿易や投資の自由化などの経
済効果を試算するため、「計算可能な一般均衡(CGE: Computable General Equilibrium)モデル」
と呼ばれる分析ツールが利用されてきた。しかしながら、EPA による自由化と、規制や関税措
置による貿易摩擦や貿易紛争が時を前後して生起する状況について、応用一般均衡の枠組みで
分析した研究は少ない。さらに、国際間での生産分業構造であるグローバル・バリュー・チェー
ン(GVCs: Global Value Chains）を明示的に備えた CGE モデルによる分析はほとんど存在しな
かった。 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究の目的は、貿易自由化と貿易摩擦の経済効果を分析可能とするグローバル CGE モデルを
開発し、EPA と貿易摩擦の経済的な影響を複数の将来政策シナリオによる数値シミュレーショ
ンにより明らからにすることである。また、グローバル・バリュー・チェーン（GVCs）構造を
組み込むことで、当該国家間の貿易政策変化が、輸出入や国内供給による各国各産業の中間財取
引を通じて、他国の産業に波及する経路について分析することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、GVCs 構造を備えた逐次動学型のグローバル CGE モデルを開発し、EPA と貿易摩
擦の進展を複数の将来政策シナリオとして構築し、数値シミュレーションにより各国経済・産業
への影響を分析する。具体的には、広範に利用されている標準的な比較静学グローバル CGE モ
デルである GTAP モデルと、資本蓄積と資本移動を導入した Dynamic GTAP モデルを開発起
点として、GVCs 構造を備えたモデルへと拡張する。EPA には、米国の参加しない TPP11（環
太平洋パートナーシップに関する包括的及び先進的な協定(CPTPP))、東アジア地域包括的経済
連携(RCEP)を対象として、将来シナリオの時間軸上に配置する。一方で、貿易摩擦については、
米国の鉄鋼アルミ輸入関税や、米中間での報復関税措置などを、政策シナリオに織り込む。協定
発効のタイミングや参加国数、関税や非関税障壁の削減、貿易投資促進的な政策について、進展
状況や仮定に対応して柔軟な時系列シナリオとして構築した。 
 
 
４．研究成果 
 
米中貿易戦争の影響評価： 
Ken Itakura (2019) “Evaluating the Impact of the US–China Trade War,” Asian Economic 
Policy Review, doi: 10.1111/aepr.12286 
 
この論文では、GVCs 構造を備えた逐次動学型のグローバル CGE モデルを用いて、米中貿易戦
争の影響評価を行った。貿易戦争が米国、中国、その他の国にどのような経済的な影響を与える
かについて、3つのシナリオによるシミュレーション分析を行った。貿易戦争の 3つのシナリオ
は、輸入関税の引き上げ、外国投資の減少、生産性の低下という要素を加えることで構築した。
米中貿易戦争は、米国と中国のほぼ全ての産業で輸入を減少させた。米国の金属、機械、電気機
器の輸入は大幅に減少し、中国では輸送機械と農産物の輸入が大きく影響を受けた。輸入関税に
よる保護的な効果により、米国では機械と電気機器の国内生産が増加した。しかし、貿易戦争が
海外からの投資を抑制し、生産性にマイナスの影響を与えると、米国では国内生産の増加が見ら
れなくなる。中国では、農業を除くすべての産業で生産が減少し、電気機器と機械の生産が最も
大きく減少した。その結果、米国の実質 GDP は 3170 億ドル（1.35％減）、中国は 4270 億ドル
（1.41％減）減少した。米国と中国からの貿易転換が他の国の実質 GDP に若干のプラス効果をも
たらすものの、世界の実質 GDP は 3740 億ドル（-0.3%）の減少となった。 
 
中間投入財の貿易における GVCs の役割を分析するために、各産業別、消費者別、政府別の輸



入需要の代替を許容したモデルとの比較を行った。貿易戦争が実質 GDP に与えるマイナスの影
響は、米国（-1.3%）と中国（-1.1%）と小さくなった。これは、輸入代替が国レベルで設定され
る標準モデルと比較して、エージェント別の輸入需要を含む修正モデルでは、米国と中国の各産
業が貿易戦争に対してより柔軟に対応することによる。その結果、他の国の実質 GDP の増加分
が減少し、GVCs を通じてより多くのマイナスの影響が伝播した。GVCs を考慮した場合、世界
の GDP の損失は 4500 億ドルに拡大する。二国間貿易額への影響を見ると、GVCs が二国間貿
易のほとんどを低下させることが確認され、貿易戦争の負の影響が GVCs の存在下でより顕著
になることが示された。 
 
 

 
        出所：Itakura (2020)より作成 
 

米中貿易戦争の実質 GDP への影響 
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